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第 6 章は結論で、第 2 章から第 5 章までの結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文は任意翼型翼からなり、幅の変化する遠心羽根車の流れの解析に特異点法を応用し、計算結
果と実験結果を比較検討したもので、主要な成果はつぎの通りである。
(1) 幅一定の羽根車の解析に用いられた従来の特異点法は、後縁の半径が十分大きくないと適用で
きないが、本論文では影響係数を導入するなどして、この欠点、を改良した。
(2) 任意翼型からなり、幅の変化する遠心羽根車の流れの解析に始めて特異点法を応用し、また実
験を行ない、翼の圧力分布の測定結果は解析結果とよく一致することをたしかめた。
以上のように本論文は、遠心羽根車の流れの解析法に新しい知見を加えたもので、流体機械工学に
寄与するところが大きく、博士論文として価値あるものと認める。
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